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【要  旨】  
難治性てんかんの原因となる、限局性皮質異形成（ FCD）、片側巨脳症（ HME）
の病態を明らかにするため、外科的手術を行った FCD16 例、HME7 例で、通常胎
児期のみに染色される 3 種類の抗体、SATB2（通常の胎児新皮質の上層を染色）、
FOXP1（第Ⅳ・Ⅴ層）、 TBR1（第Ⅵ層）を用いた免疫組織染色を行った。 SATB2、




FCD と HME における、難治性けいれんの病因は、神経細胞の未熟性と機能不全
であると考えられる。 FCD と HME における、胎児皮質層特異的マーカーの染色
により、双方とも異常な新皮質の形成は神経細胞移動の異常と分化の異常の結
果によるものと考えられた。  
